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Abstract: In recent years, systems and services have been developed to improve the QoL of various
people as IoT and ICT technologies are improved. In particular, most of home appliances such as air
conditioners and washing machines, are connected to the home network and can be operated by smartphone
or voice. It is also possible to recommend actions and automatically control them according to daily life
of residents. However, there are differences in preferred home appliance control and recommendation
methods depending on individual personality. Therefore if the same method is used for all people, it may
cause discomfort for some people. In this study, we aim to obtain knowledge for establishing a method
that can control home appliances and make recommendations suitable for individuals by predicting their
preferred controls based on their personality traits. We surveyed personality traits of 3,100 participants
based on Big-Five, which is one of the personality traits. Then, we conducted a survey on the preference
of home appliance control among the selected participants. As a result of analyzing the collected data, we
found that people with a high degree of openness tended to prefer the function of “automatic control of air
conditioners to prevent them from feeling cold,” while people with a high degree of neuroticism tended not
to prefer it. Furthermore, it was found that people with high extraversion tended to prefer the function of
voice support.

1 はじめに

近年，IoTや ICTの技術の向上により，様々な人々の
QoLを向上させるシステムやサービスが開発されてい
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る．特に，家電ではエアコンや洗濯機などのほぼすべ
ての家電がネットワークに接続され，スマホや音声に
よって操作が可能であり，生活に合わせて行動の推薦
や自動制御を行うことも可能となっている．これらの
システムを使用者がうまく使いこなすことでQoLを向
上させ，より良い生活を送るようになることが期待さ



れる．そのため，家電に搭載されている高度な機能を
使用者が適切に使えるようにサポートしたり適切に自
動制御するシステムが必要となる．しかし，個人の特
性によって好まれる家電の制御や推薦方法には違いが
あると考えられ，全ての人に同じような家電制御・推
薦方法を適用すると，逆に不快感を与えてしまうかも
しれない．そのため，個人の特性によって好まれる自
動制御や推薦方法を考慮した制御手法が求められる．
主要なパーソナリティ特性を表す指標として Big-

Five [1]が存在する．この Big-Fiveをパーソナリティ
特性として使用した行動との関係について多数研究が
行われている．それらの研究の多くは Big-Fiveのパー
ソナリティ特性から商品を推薦するシステムを提案し
ている [2, 3]．また，パーソナリティ特性と観光客の行
動との関係性をアンケート調査に基づき分析を行って
いる [4]．しかし，家庭内の行動や家電の自動制御との
関係性を示した既存研究は我々が調べた限りでは存在
しない．
本研究では，個人のパーソナリティ特性から好まれ
る制御を予測することにより，その人に適した家電制御
や推薦を行える手法の確立に向けた知見の獲得を目指
す．そこで，Big-Fiveを用いて，その特徴から考えられ
る好まれる自動制御や推薦方法を考慮した制御手法の
仮説を立て，検証を行った．まず，3,100人分のパーソ
ナリティ特性をクラウドソーシングによって調査した．
その中で自動制御の好みに関係しそうな神経症傾向と
開放性に着目し，これらの傾向が高いまたは低い 1,173
名に対してアンケート調査を行った．収集したデータ
を分析した結果，「寒さを感じないようにエアコンが自
動制御する機能」に関して，開放性が高い人は好む傾
向があり，神経症傾向が高い人は好まない傾向がある
ことが分かった．また，音声を使用してサポートを行
う機能に対して外向性が高い人が好む傾向があること
が分かった．

2 関連研究

2.1 パーソナリティ特性

心理学の分野でパーソナリティ特性を表す指標として
Big-Five [1]や Big Threeモデル [5]，気質モデル（TCI）
[6]などが挙げられる．Big-Fiveは，外向性，協調性，勤
勉性，神経症傾向，開放性の 5つの性質を計測すること
ができる．Big-Fiveを計測するための質問紙は複数存在
し，回答者の負担を減らすため小塩ら [7]が作成した 10
問の質問紙（TIPI―J）などがある．Big Threeモデル [5]
は，ネガティブ気質 (Negative Temperament)，ポジティ
ブ気質 (Positive Temperament)，脱抑制 (Disinhibition)
の 3 因子で構成されている．気質モデル [6]は，新奇

性追求，損害回避，報酬依存の 3因子からなるモデル
であり，Big Threeモデルの一種と位置づけるられるこ
ともある．
このように，パーソナリティ特性に関する指標は様々
提案されている．その結果，指標と行動の関係につい
ての研究も多くなされるようになっている．次節では，
パーソナリティ特性と行動に関する研究について述べ
る．

2.2 パーソナリティ特性と行動との関係

近年，広告・マーケティングの分野ではパーソナリティ
特性（Big-Five）と推薦の関係が調査されている [8, 9]．
広告・マーケティングの分野においては，個々の顧客の
Big-Fiveに合わせて，商品の推薦やターゲティング広告
の出し分けを行うことで広告効果を向上させるといった
試みが行われている．Bolognaら [2]，Huら [10]，Tsao
ら [11]は，それぞれ，ユーザの性格（Big-Five）に合わ
せて商品を推薦するシステムを提案し，パーソナリティ
特性を考慮した推薦によって購買率やユーザレビュー
を向上させられることを示している． Hirshら [3]や
Matzら [12]は，ユーザの性格に合わせた広告配信によ
り，広告効果の向上に成功している．また小林ら [8, 9]
は，ターゲティング広告のクリエイティブの作成の段
階においても適用可能な知見を得ることを目的とし，広
告表現をコントロールしたクリエイティブを被験者に
提示し広告効果の計測実験を行っている．
パーソナリティ特性は，広告・推薦以外の分野でも
注目を集めている [13, 14, 15, 16]．日高らは，観光客の
パーソナリティ特性と行動との関係性をアンケート調査
に基づき分析している [4]．林 [14]は，観光客の心理的
特徴をもとにした観光の類型化研究として，Cohen [15]，
Moら [17]，Plogら [18]，Grayら [19]の研究をレビュー
しており，観光客が新奇性を求める傾向にあるのか，そ
れとも回避する傾向にあるのかといったパーソナリティ
特性をもとに観光客が分類されるとしている．
このようにパーソナリティ特性は，様々な人間行動
と関係があることが示唆されてる．しかし，パーソナ
リティ特性と新しい家電制御方法の関係について分析
した研究は見当たらない．

2.3 新規技術の受容

新しい技術が受け入れられることと，その製品の有
効活用や普及と密接な関係がある．そのため，企業内
における情報システムの利用促進や購買促進を目的に，
技術受容モデル（TAM：Technology Acceptance Model）
について議論されている [20, 21].技術受容モデルは，
組織内にいる従業員たち（情報システムのユーザーた



表 1: BigFive特性表

特性 説明
協調性 周囲に同調する，従いやすい
誠実性 周囲の人や，物事に対する責任感が強い
外向性 人とのコミュニケーションの積極性

神経症傾向 他者とのやり取りによる傷つきやすさ，気持ちの安定性
開放性 新しいことに対して抵抗がないか

ち）に，新技術を持つ情報システムを使用させるには，
どうするべきかを分析するために構築された分析モデ
ルである．このモデルを援用し，スマートフォンの購
買決定 [22]や，モバイルテレビの需要に関する国際比
較 [23]などが行われている．Qiantoriら [23]は，イン
ドネシアと日本において，モバイル TVサービスを受容
するユーザーの重要な要因を明らかにするために，モ
バイル TVサービスの比較研究を行っている．その結
果，モバイル TVに対する態度と利用可能性の認知の
効果が有意に異なることを指摘している．
このように，新しい技術の受容には，態度や認知が
影響されることが指摘されている．しかしこれらの研
究は，パーソナリティ特性を考慮していない．本研究
では，パーソナリティ特性と新たな家電制御手法の関
係について明らかにすることを目的とする点において，
既存研究とは異なる．

3 パーソナリティ特性ごとに最適な
自動家電制御は異なるか？

3.1 問題設定

近年，様々な家電が登場し，新たな機能の開発も行
われている．エアコンでは，スマホと連携することに
よって遠隔で電源をつける機能の他に，熱画像を表示
することにより家にいる子供やペットの見守りも可能
な機能が搭載されており1，冷蔵庫では全室独立で自動
制御が可能な機能や冷凍をしても切れる機能，氷点下
の状況で生に近い状態で長期間保存が可能な機能が搭
載されている2．しかし，これらの高度な機能をすべて
を理解し使用するためには，家電に備わっている説明
書を熟読し覚える必要があるが，ほとんどの使用者は
それらの高度な機能を知らず，使用しないことが多い．
そのため，ユーザの行動を見て自動制御を行う機能や
高度な機能を説明可能なシステムが必要となる．

1https://www.mitsubishielectric.co.jp/home/kirigamine setsubi/
function/remote/

2https://www.mitsubishielectric.co.jp/home/reizouko/product/mr-
mz60h/index.html?type=brown

図 1: 質問画面の例

しかし，機能によっては使用者を不快にさせること
もある．例えば音声でサポートや説明を行う機能があ
る．この機能は，音声で説明するためその家電を見て
いなくてもサポートを受けることができ有用であるが，
この回数が多くなると，不快感を与える原因となる．ま
た，自動制御においても個人によって制御してほしい
タイミングが異なっているため，そのタイミングを間
違えると不快感を与える原因となる．そのため時間ご
とにサポートを行う回数，自動制御を行うタイミング
を適切に決定する必要があるがこの回数やタイミング
には個人差がある．我々は，この個人差にはパーソナ
リティ特性に依存しているのではないかと考えた．そ
こでパーソナリティ特性に応じた好まれる家電制御手
法の仮説を立て，検証を行っていく．

3.2 仮説設定

パーソナリティ特性を数値化し，分類する手法は複数
存在する [1, 5, 6, 7]．その中で今回は Big-Fiveに基づ
いたパーソナリティ特性の分類を行っていく．Big-Five
特性は，協調性，誠実性，外向性，神経症傾向，開放
性の 5つの特性に分けられる．表 1にそれぞれの特性
の特徴を示す．
これらの特徴から自動制御の好みに関係しそうな特
徴として神経症傾向と開放性があげられる．神経症傾
向では他者とのやり取りによる傷つきやすさ，気持ち
の安定性が関わっているため，音声によるサポートに
対して大きく関わっているのではないかと考えられる．
さらに開放性は，新しいことに対して抵抗がないかが



動画1：制御手法を適用する場合

動画2：制御手法を適用しない場合

図 2: 制御手法の動画内容

関わっているため新しい高度な機能に対して抵抗なく
使用できるか大きく関わっていると考えられる．そこ
で，下記のような仮説を立て，検証を行う．

（仮説 1） 神経症傾向が低く，開放性が低いと新しい
ことに対して抵抗があるが，音声によるサポート
は問題ない．

（仮説 2） 神経症傾向が高く，開放性が低いと新しい
ことに対して抵抗があり，音声によるサポートの
回数も少ない自動制御を好む．

（仮説 3） 神経症傾向が低く，開放性が高いと音声に
よるサポートによって，高度な機能を教えてくれ
ることを好む．

（仮説 4） 神経症傾向が高く，開放性が高いと音声に
よるサポートは好まないが，高度な機能を使った
自動制御を好む．

4 クラウドソーシングによる調査

4.1 アンケート概要

3章で述べたように，クラウドソーシングで実施する
アンケートは仮説の内容を検証できるように設計する
必要がある．そのため，家電の自動制御方法や音声に
よるサポートを行う手法をクラウドワーカに対し分か
りやすく提示する必要がある．そこで，それらの手法
のユースケースの教示動画を製作した．クラウドワー
カは，簡単な説明文を読んだ後，制御手法を適用した
場合と制御手法を適用しなかった場合の教示動画を見
て，「どちらの動画の方が良かったか？」を 5段階で評
価する．説明文には，動画が一例であることを示し，そ
の制御方法を正しく評価できるようにしている．

表 2: BigFiveごとの p値

制御手法 開放性 誠実性 外向性 協調性 神経症傾向
制御 1 0.258 0.107 -, 0.025* 0.595 0.636
制御 2 0.163 0.375 0.095 0.164 0.061
制御 3 -, 0.037* 0.146 -, 0.013* 0.541 +, 0.020*
制御 4 0.805 0.553 -, 0.004** 0.225 0.627
制御 5 0.206 0.332 0.439 0.945 0.501

* : p value < .05，** : p value < .01

表 3: 制御 1の高低結果
パーソナリティ特性 mean std sample size
開放性：高，神経症傾向：高 2.77 1.47 75
開放性：高，神経症傾向：低 2.94 1.58 162
開放性：低，神経症傾向：高 2.99 1.39 187
開放性：低，神経症傾向：低 3.24 1.45 45

無回答者 8

4.2 質問項目

質問を行う制御手法は 5 つとした．それらの制御
は 3.2節で述べた仮説を検証するため音声使用した制
御手法と一般的な自動制御手法となっている．クラウ
ドソーシングで使用した質問画面の例を図 1，動画の
内容を図 2に示す．また，下記に対象となった制御手
法を示す．

制御 1 新しい家電の高度な機能を教えてくれる機能

制御 2 暑さを感じないようにエアコンが自動制御する
機能

制御 3 寒さを感じないようにエアコンが自動制御する
機能

制御 4 新しい家電に変えたらどんなメリットがあるか
教えてくれる機能

制御 5 部屋の空気をいつもきれいにしてくれる機能

画面の上部にある 2つのリンクから教示動画を見て，
下部にあるラジオボタンから「動画 1の方がいい」，「や
や動画 1の方がいい」，「どちらでもない」，「やや動画
2の方がいい」，「動画 2の方がいい」の 5段階で評価
を行い，動画の内容が分からなかった場合，「質問・動
画の意図がわからない/答えられない」を答えられるよ
うになっている．動画 1は，今回対象とした制御手法
を適用した動画であり，動画 2は制御手法を適用しな
かった動画となっている．各動画は 30秒程度であり，



表 4: 制御 2の高低結果
パーソナリティ特性 mean std sample size
開放性：高，神経症傾向：高 2.33 1.37 76
開放性：高，神経症傾向：低 2.03 1.36 164
開放性：低，神経症傾向：高 2.27 1.40 187
開放性：低，神経症傾向：低 2.33 1.42 46

無回答者 4

表 5: 制御 3の高低結果
パーソナリティ特性 mean std sample size
開放性：高，神経症傾向：高 2.43 1.37 77
開放性：高，神経症傾向：低 2.06 1.31 164
開放性：低，神経症傾向：高 2.42 1.39 187
開放性：低，神経症傾向：低 2.52 1.46 46

無回答者 3

1タスクあたり 6分から 7分で回答が完了するように
なっている．さらに下部には自由記述欄を用意してお
り，動画に対してのコメントや制御手法についての感
想を書けるようにしている．

4.3 実施条件

本研究では Yahoo!クラウドソーシングを使用してア
ンケートを利用した．第一段階として 3,100人に対し
てBig-Fiveによるパーソナリティ特性を調査する 60項
目のアンケートを行った．その中で今回の仮説の検証
の対象者である神経症傾向と開放性が高い，または低
い 1,173名に対して，前節で述べた質問項目 5問に加え
て，チェック問題の 1問を加えた計 6問でアンケート
を行った．全ての質問に回答した人数は 837名となっ
た．チェック問題は，通常の動画再生の後，その問題
を答える上で必要な情報を数秒間提示した上で回答し
てもらった．このチェック問題によって 360名が除外
され，有効回答を行った 477名で調査を行った．

5 分析結果と議論

5.1 結果

Big-Fiveの高低による制御手法の好みの差異に関す
る分析結果を表 2に，制御ごとの回答の高低結果の一
覧を表 3，4，5，6，7に示す．回答は「動画 1の方が
いい」，「やや動画 1の方がいい」，「どちらでもない」，
「やや動画 2の方がいい」，「動画 2の方がいい」，「質問・
動画の意図がわからない/答えられない」であるが，解
析を行うため 1から 5と無回答としている．

表 6: 制御 4の高低結果
パーソナリティ特性 mean std sample size
開放性：高，神経症傾向：高 3.52 1.39 77
開放性：高，神経症傾向：低 3.32 1.54 165
開放性：低，神経症傾向：高 3.41 1.42 187
開放性：低，神経症傾向：低 3.54 1.28 46

無回答者 2

表 7: 制御 5の高低結果
パーソナリティ特性 mean std sample size
開放性：高，神経症傾向：高 2.24 1.36 72
開放性：高，神経症傾向：低 2.27 1.32 165
開放性：低，神経症傾向：高 2.29 1.25 184
開放性：低，神経症傾向：低 2.63 1.25 46

無回答者 10

表 2を見ると，今回対象とした開放性，神経症傾向
に関連のあった制御は制御手法 3の「寒さを感じない
ようにエアコンが自動制御する機能」であり，開放性
が高い人は好む傾向があり，神経症傾向が高い人は好
まない傾向があることが分かった．ほぼ同じ制御手法
である「暑さを感じないようにエアコンが自動制御す
る機能」に関しては，アンケートの実施時期である 2
月は冬季であり，夏の場合の想像がしにくかったため，
同じような傾向が現れなかったのではないかと考えら
れる．また，制御手法 1，3，4に対して外向性が高い
人は好む傾向があることが分かった．外向性は人との
コミュニケーションの積極性が関係しており，制御手
法 1，4は音声によりサポートする機能であるため好む
傾向があると考えられる．
表 4， 5， 7を見ると，平均値は 2に近く，多くの人
が制御手法を適用した方がいいと答えていることが分
かった．しかし，開放性や神経症傾向の高低に関わら
ず，平均値が 2に近くなっているためパーソナリティ特
性によって回答が変化するという結果は得られなかっ
た．また表 3， 6を見ると平均値は 3に近く，「どちら
でもない」と答えていることが分かった．そのため，開
放性や神経症傾向に高低がある人は制御手法 1と制御
手法 4に関してはあまりその制御手法を求めてはいな
いということが分かった．

5.2 議論

3.2節で述べた仮説と今回の解析結果を見てみると，
制御手法 3の「寒さを感じないようにエアコンが自動
制御する機能」に関してはパーソナリティ特性による
差異を示すことができた．その他の制御手法に関して



も制御手法 2，3，5は好意的に捉えられており，制御
手法 1，4はあまり好意的に捉えられていないことが分
かった．今回の結果では，仮説で提唱していた開放性
と神経症傾向の高低で好む制御手法が分かれることは
なかったが，制御手法 1,3,4に関しては外向性が高い人
は好む傾向があることが分かったため，今後の研究で
は様々なパーソナリティ特性の組み合わせで好みが変
化するかクラウドソーシングを用いてアンケートを行
い，実験を行っていく予定である．

6 まとめ

本研究では，個人ごとに適した家電制御や推薦を行う
ことが可能な手法の確立に向け，パーソナリティ特性ご
とに最適な自動家電制御は異なるかという疑問に答え
ることを目的とした研究を行った．具体的には，パーソ
ナリティ特性の一つである Big-Fiveを用いて 3,100人
分のパーソナリティ特性をクラウドソーシングによっ
て調査し，その中からパーソナリティ特性を考慮して抜
き出した被験者に家電制御の好みを調べる調査を行っ
た．収集したデータを分析した結果，「寒さを感じない
ようにエアコンが自動制御する機能」に関して，開放
性が高い人は好む傾向が，神経症傾向が高い人は好ま
ない傾向があることが分かった．また，今回の調査で
は対象としていなかったが音声を使用してサポートを
行う機能に対して外向性が高い人が好む傾向にあるこ
とが分かった．
今後，今回対象としていなかった外向性の高低やこ
の他の制御手法に関して，どのように好みが変わって
くるかの調査を続けていく．さらに実際の家庭環境で
家電制御の被験者実験を行い，今回のクラウドソーシ
ングでの調査結果が実際の家庭環境でも成立するかど
うかを確認することを計画している．
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